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総括質疑
 

後
藤　
　

勲 

議
員

問
「
し
べ
ち
ゃ
斎
場
」
の
今

後
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
聞
く
。

答答
指
定
管
理
者
制
度
を
利

用
し
、
詳
し
く
は
今
後

管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

問
「
し
べ
ち
ゃ
斎
場
」
の
管

理
人
退
職
に
伴
い
、
犬

等
の
捕
獲
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
聞
く
。

答答
住
民
課
・
農
林
課
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

 

館
田　

賢
治 

議
員

問
町
立
病
院
の
厚
生
局
調

査
に
よ
る
会
計
処
理
に

つ
い
て
。

答答
診
療
報
酬
収
益
な
の
で

医
業
入
院
収
益
で
整
理

を
し
た
。

問
企
業
会
計
法
の
見
直
し

に
よ
る
資
本
金
等
の
取

扱
い
に
つ
い
て
。

答答
現
在
、
条
例
で
規
定
さ

れ
て
い
る
が
正
確
な
把

握
は
し
て
い
な
い
。

問
酪
農
再
構
事
業
の
進
捗

内
容
に
つ
い
て
。

答答
草
地
更
新
、
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
、
牛
舎
排

水
支
援
等
で
、
す
で
に
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
完
成
し
て
い

る
。問

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

組
、
考
え
方
に
つ
い
て
。

答答
本
町
の
基
幹
産
業
は
酪

農
な
の
で
、
バ
イ
オ
ガ

ス
を
最
優
先
と
し
た
い
。

問
中
御
卒
別
小
学
校
の
後

利
用
に
つ
い
て
。

答答
地
域
要
望
が
最
優
先
で

あ
る
。

問
磯
分
内
美
幌
地
区
に
あ

る
堆
肥
舎
の
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
。

答答
糞
尿
処
理
の
方
法
が
変

化
し
て
き
て
い
る
。
い

ろ
い
ろ
な
方
向
性
に
つ
い
て
今

後
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
栄
七
線
に
か
か
る
川
の

明
渠
排
水
の
整
備
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答答
釧
路
総
合
振
興
局
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
屠
畜
場
建
設
の
現
在
ま

で
の
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

答答
計
画
、
規
模
、
負
担
等

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
が
、ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

町内で初めてとなるバイオガスプラント

第
四
回
臨
時
会

　

平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
及
び
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
と
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
承
認

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
磯
分
内
下
水
道
処
理
に
関
わ
る
緊
急
浄
化

対
策
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

講　

演

　

｢

原
発
３
キ
ロ
圏
内
の
真
実｣

　
　
　
　
　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
部
長　

山　

下　

和　

敏

　
「
国
の
財
政
の
現
状
と
課
題
」

　
　
　
　
　

北
海
道
財
務
局
釧
路
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　

富　

山　

正　

博

研修会
報告

　

釧
路
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
会
が
平
成

二
十
五
年
十
月

二
十
五
日
厚
岸
町

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
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委員会報告

◆
意
見
書
第
十
四
号

消
費
税
増
税
中
止
を
求
め

る
意
見
書

　

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。 意

見

書

委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告

◆
陳
情
審
査
報
告

◆
陳
情
第
五
号

「
日
本
国
憲
法
第
九
十
六

条
改
正
に
反
対
す
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
」

　

総
務
経
済
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
本
陳
情
は
憲
法
と
い
う
国

権
の
根
本
に
つ
い
て
議
論
す
る

も
の
で
あ
り
、
地
方
議
会
で
議

論
す
る
内
容
と
し
て
は
地
方
議

会
の
本
分
か
ら
乖か
い

離り

し
て
い
る

と
の
意
見
か
ら
全
員
一
致
で
不

採
択
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

◆
陳
情
第
六
号

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

容
認
す
る
憲
法
解
釈
変
更

に
関
す
る
陳
情
」

　

総
務
経
済
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
本
陳
情
は
国
の
安
全
保
障

に
関
わ
る
も
の
で
、
地
方
議
会

で
議
論
す
る
内
容
と
し
て
は
地

方
議
会
の
本
分
か
ら
乖か
い

離り

し
て

い
る
と
の
意
見
か
ら
全
員
一
致

で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査
報
告
書

●
調
査
日
時

  

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
八
日

  

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日

●
調
査
事
項

一 

、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て

●
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

調
査
は
、
八
月
と
十
一
月
の

二
回
、住
民
課
の
説
明
を
元
に
、

広
域
化
と
単
独
で
の
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
及
び
予
算
の
概
算

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま

た
、
九
月
に
は
、
全
員
協
議
会

も
行
わ
れ
議
会
へ
の
説
明
も
行

わ
れ
た
。

●
委
員
会
の
所
見

　

以
上
の
調
査
の
結
果
、
委
員

会
と
し
て
は
先
の
所
見
を
ま
と

厚
生
文
教
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

め
た
。

一
、
町
単
独
で
処
理
施
設
を
建

設
し
た
場
合
、
町
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
ご
み
の
受
け
入
れ
、

処
理
が
出
来
る
。
ま
た
、
地
元

雇
用
、
地
元
か
ら
の
燃
料
、
材

料
等
の
調
達
が
出
来
、
地
元
の

経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
さ

ら
に
、
焼
却
時
の
熱
利
用
が
出

来
る
等
町
民
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
広
域
化
で

町
外
搬
出
の
様
々
な
デ
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
る
と
町
単
独
の
方
が

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
。

二
、
北
海
道
と
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
費
用
が
、
当
初
の
試
算

よ
り
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
建
設

費
と
二
十
年
間
の
維
持
管
理
費

の
広
域
処
理
と
の
差
額
は
、
当

初
７
億
７
千
万
円
だ
っ
た
の

が
、
５
億
１
千
５
０
０
万
円
軽

減
さ
れ
、
２
億
５
千
５
０
０
万

円
に
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
等
が
判

明
し
、
町
の
財
政
計
画
で
も
見

通
し
が
つ
い
た
。

三
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
厚
生

文
教
委
員
会
と
し
て
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
町
単
独
で

改
修
し
て
い
く
方
向
が
望
ま
し

い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

四
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
住

民
へ
の
周
知
徹
底
、
リ
デ
ュ
ー

ス
を
中
心
に
、
ご
み
の
量
を
大

き
く
減
少
さ
せ
て
い
く
取
り
組

み
を
中
心
に
お
こ
な
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

陳
　
情

◆
陳
情
第
四
号

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

（
都
道
府
県
単
位
化
）
に

反
対
す
る
陳
情

陳
情
者

　

道
東
勤
労
者
医
療
協
会
友
の

会
標
茶
支
部

　
　
　

支
部
長　

栗
田　
　

守

　

厚
生
文
教
委
員
会
で
審
査
中

で
し
た
が
、
陳
情
者
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

◆
陳
情
第
五
号

日
本
国
憲
法
第
九
十
六
条

の
改
正
に
反
対
す
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情

◆
陳
情
第
六
号

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
す
る
憲
法
解
釈
変
更
に

関
す
る
陳
情

陳
情
者

　

標
茶
９
条
の
会　

　

世
話
人
代
表　

柴
田　

道
男

　
　
　
　
　
　
　

大
沼　

良
治

　

い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
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